
＜様式 6-5 学校教育活動支援事業成果報告書＞ 

【活動の主題】 地域ボランティアと児童会の協働によるスクール農園活動の充実 

 

【学校名】大津市立仰木の里東小学校 

 

１ 本校の概要 

本校は大津市湖西の仰木地域に位置し、振興住宅地

「仰木の里」に立地している。地域の方は自治連合会

やまちづくり協議会などの関係団体に自主的に参加さ

れ、防犯活動や青少年育成にも積極的に取り組むなど、

学校教育への理解と協力体制が整っている。また、学

校教育に高い関心をもつ家庭が多く、学校への期待も

大きい。近年は学校選択制の影響もあって学区外の児

童数が増加傾向にあり、例えば令和８年度入学児童75

名のうち３分の１が学区外からの入学である。 

一方で、振興住宅地であるため地域の高齢者と接し

たり、農作業に関わったりする機会は少ない。そこで

本校では、児童と地域の高齢者が協働して農作業を行

う場をつくることを目的に、令和３年度から運動場の

一角にスクール農園を整備し、地域と連携した栽培活

動を推進してきた。 

 

２ 取り組んだ内容 

（１）エディブル・スクールヤード活動 

エディブル・スクールヤードとは、「共に育て、共に

食べる」食農教育の実践である。本校では、地域とのつ

ながりが希薄であった状況を改善するため、農園を人

と人をつなぐ学びの場と捉え、その理念に基づいた活

動を進めている。農園ボランティアの高齢者９名や市

内大学生ボランティア、そして児童会の「地域つなが

り委員会」が協働し、農園活動と食育活動を展開して

いる。 

今年度は玉葱、ジャガイモ、カボチャ、ヘチマ、きゅ

うり、スイカ、サツマイモ、里芋、ラディッシュ、ベビ

ーリーフ、大根など多様な野菜を栽培した。児童は主

に種まき、水やり、収穫を担当し、ボランティアは畝作

りや草取り、休日の水やりなど農園管理を行うほか、

児童の活動時には指導役として関わっている。食育活

動では、収穫したサツマイモを使った焼き芋づくりや、

大根を使った大根炊きなどを実施し、地域の力を得な

がら食と命に向き合う経験を積んでいる。 

 

（２）野菜の販売・寄付活動 

令和６年度からは、収穫した玉葱や大根を地域に販

売し、その収益を被災地支援として寄付する活動を始

めた。寄付先は児童会「地域つながり委員会」の話し合

いで決定する。令和６年度は能登半島地震被災地とユ

ネスコ（ガザ地区・ウクライナ等）へ全額寄付した。今

年度は、大根販売の収益１万円を佐賀関の大規模火災

被災地へ、玉葱販売の収益12,700円をユネスコ人道危

機緊急募金へ寄付した。また、販売に適さない規格外

の野菜は、学区内の子ども食堂へ提供し、カレーやサ

ラダの具材として活用していただいている。 

この活動により、児童は食育だけでなく、金銭教育

や社会貢献を学ぶ機会も得られ、農園活動の教育的価

値が大きく広がった。 

 

（３）エディブル・フラワー・プロジェクト 

本校では、農園で栽培した食用花（ダリアの一種）の

種を地域へ配付する「エディブル・フラワー・プロジェ

クト」を実施している。児童が収穫した種を小袋に詰

め、保護者や地域の方に届ける活動である。児童は「仰

木の里が花いっぱいの町になってほしい」という願い

を込めて取り組んでおり、地域の景観づくりに寄与す

る活動へと発展している。 

 

３ 活動の成果 

従来の小学校における栽培活動は、土や草、虫に触

れる体験的活動としての側面が大きかった。本校では、

エディブル・スクールヤードの理念に基づき、体験に

加えて食育、地域連携、さらに販売や寄付活動を組み

合わせた多面的な学習へと発展させてきた。これによ

り農園活動は多角化し、児童にとって主体的かつ魅力

的な学びの場となった。 

今後もスクール農園活動を一層充実させ、地域との

結びつきを強め、児童の豊かな学びへとつなげていく。 

 
大根販売の様子 2025.12.12 


